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要旨	 

	 間断灌漑と乳苗疎植をもとにした水稲栽培法である system of rice intensification (SRI)農法は，節水ばかりでなく

増収も見込めることから東南アジアの国々を中心に広がりを見せている．しかし，SRI 農法はどこでも安定した

高収量を見込めないことから，土壌環境等を調査して技術の確立を急ぐ必要がある．また，水田における間断灌

漑は，従来的な湛水水田から放出されるメタン（CH4）ガスの放出削減に有効である一方，亜酸化窒素（N2O）ガ

スの放出を促進するので，両方の温室効果ガス放出を同時に削減するためには，極めて繊細な水管理が要求され

る．適切な水管理を行うためには，土壌環境因子（体積含水率，マトリックポテンシャル，地温，電気伝導度）

や湛水深を経時的に把握する必要がある．そこで，本研究では，SRI区と従来の湛水区の両方の栽培区において，

市販されている土壌センサーを使って経時的に土壌環境の変化具合を把握することを目的とした．また，基本的

な気象条件である気温・湿度なども同時に測定した．本報告は，土壌センサーと気象センサーを使った測定の途

中経過である． 
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緒言	 

 
	 間断灌漑と乳苗疎植技術をもとにした水稲栽培法が，

1983年にマダガスカルで発明されて以来，東南アジアの
国々に広く普及している（山路 2011）．この水稲栽培法
は，system of rice intensification (SRI)と呼ばれて従来の湛
水栽培に比較して増収が報告されており，我が国では

J-SRI 研究会が中心になって実証実験を進めている．一
方で，我が国では水稲の間断灌漑栽培技術は，古くから

研究されて来ており，畑状態で栽培すると湛水条件下で

の栽培に比較して，収量が約 20％程度減少することが報
告されている（長谷川・中山 1958）．また，工藤ら（2012）
や登尾（1981）もジャポニカ種水稲の様々な間断灌漑栽
培は湛水栽培に比較して減収することを報告している．

ところが，登尾（1981）はインディカ種水稲は間断灌漑
栽培区の方が湛水栽培区に比較して 10％程度増収した
ことを報告している．このように，間断灌漑条件下にお

ける水稲収量は，品種によっても，また間断灌漑状態に

よっても変動することが分かっているので，土壌水分量

を始めとした土壌環境を把握することは極めて重要であ

ると考えられる． 
	 工藤ら（2012）は，水田の水管理条件が温室効果ガス
放出に影響を与えることを報告している．間断日数が長

くなる程 N2Oガス放出量が増加して，湛水条件下の CH4

ガス放出量を上回ることが分かった．従って，適切な土

壌の酸化還元状態，即ち土壌水分量を維持することで，

両方の温室効果ガス放出を抑制可能であることが示され

ている（木村・登尾 2011）．温室効果ガス放出抑制の観
点からも土壌環境の把握が重要であることがわかる．そ

こで，本研究では，SRI 区と従来の湛水区の両方の栽培
区において，市販されている土壌センサーを使って経時

的に土壌環境の変化具合を把握することを目的とした． 
 

実験方法	 

 
	 実験は，タイ国カセサート大学カンペンセン校構内に

ある水田（北緯 14.01558 度，東経 99.97143 度）におい

て 2013 年 3月から行った．水田は，SRI 区と湛水区を一



筆隔てて設けて，それぞれの区に土壌環境センサーを設

置した（写真 1）．	 

写真１.	 SRI 区に設置したセンサー	 

	 

また，気象因子（気温・湿度，日射量，風向風速，降水

量）は，地上高さ約 1.5m において測定した．土壌環境で

ある土壌体積含水率，電気伝導度，地温は GS3 土壌セン

サー（デカゴン社）を，また，土壌マトリックポテンシ

ャルは MPS-2 水ポテンシャルセンサー（デカゴン社）を，

それぞれの区の地表面下 8cm に水平方向に埋設して測定

した．湛水深は，水分レベルセンサーeTape（Milone	 

Technologies,	 Inc.）を使って，それぞれの区で測定し

た．全ての測定とデータ保存は，データロガーEm50（デ

カゴン社）を使って 1時間毎に行った．	 

	 

実験結果	 

 
	 湛水区と SRI区における水深の経時変化を図１に示す．
湛水区は 10cm 以上の湛水深が維持されていることがわ
かる．SRI 区では，湛水区ほど頻繁な水管理が行われて
いないことが分かるが，干上がることは無かったことが

伺えるが，センサーの設置具合によっては水深のゼロ位

置が変動するので，今後精査する必要がある． 

図１．湛水区と SRI 区における水深の経時変化	 

 
	 土壌マトリックポテンシャルは，湛水区ではほぼ一定

値（-11kPa）あるが，SRI 区では徐々に高くなっている
様子が観測された（図２）．地温と気温の経時的な日周変

化も上手く測定することができた（図３）． 

図２．湛水区と SRI 区におけるマトリックポテンシャル

の経時変化	 

図３．気温と SRI 区地温の経時変化	 
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